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第52回大会〕 ポスターセッション

1 P-45　　　　児童・生徒の高齢者へのかかわり
　　　　　　　一場面に対する自発反応を手がかりとして一一一一｡
　　　　　　　○岩崎恭枝＊　岡野雅子＊＊　斎藤美保子¨＊　小河原俊子＊＊＊＊
　　　　　　　　(＊茨城大**群馬女子短大､¨゛都立両国高･非¨*＊実践女子大･非)

【目的】　わが国は急速に高齢社会に移行し、さまざまな世代がお互いに異世代を尊重し
て共に生きる社会を築くことが今日的課題となった。家庭科教育においても高齢者に対す
る理解を深める授業展開が要請されている。本研究は、児童･生徒の高齢者に対する理解の
現状を把握し、授業研究のための基礎的資料を得ることを目的として、高齢者とのかかわ
り場面を描いたイラスト画を児童･生徒に提示し、それに対する自発的反応を手がかりとし
て探ることを試みた。その資料に基づき児童･生徒が高齢者をどのように捉え、どのように
かかわろうとしているかなどについて、発達段階による変化の視点から考察した。
【方法】　場面画Ａ｢自動販売機の前で困っている高齢者を見かけた場面｣と、場面画Ｂ｢ハ
イキングにでかける高齢者と出会った場面｣を提示し、吹き出し部分に書かれた記述を資料

とした。対象者は､埼玉県と茨城県の公立の小学4年生308名､中学1年生307名､高校1年生31
5名､高校3年生298名の計1,228名(男588名､女640名)で､調査時期は1999年6～7月である。
【結果と考察】場面Ａ:｢自分がやってあげよう｣はいずれの段階でも最多であり､小学生は
瞎Uを占めるが高校生は半減する｡｢どうしようかな｣と行動をためらう反応が小学生は1割だ
び中･高生では2～3割を占めるようになる。場面Ｂ:｢挨拶｣と｢元気だな｣がそれぞれ3割で多
いが､｢挨拶｣は中･高生でやや減少し女子がより大きく減少する。｢元気だな｣は、小学生は1割
弱だが中･高生は3～4割と多く自分の持つ高齢者イメージを超えた姿に驚く様子が伺える。
これらの結果から､発達段階が進むと直接的行動によるかかわりは減少し、自己の高齢者ｲﾒ
ｰｼﾞや将来像と照合する視点が現れる傾向があり、また、場面画への自発反応は､自由な発想
を引き出すことが可能で､授業の導入時の動機づけの一つとして有効であると思われる。

1 P-46 大学生を対象としたジェンダーに対する意識の実態

　　　　　　日　景　弥　生

　　　　　　(弘前大)

　目的　近年､ジェンダー(社会的･文化的につくられた性)という言葉をよく耳にする

ようになり、学校現場でも、ジェンダーフリーあるいはジェンダーセンシティブな教育を

行うことが望ましいと言われている。そこで､教師予備軍である教員養成系学部学生を

対象に､ジェンダーに関する調査･分析を行った。

　方法　教員養成系学生117名を対象に、修正版ジェンダーチェック(鯨姚順縁のｼﾞｪﾝﾀﾞｰ

ﾁｪｯｸを"みえｳｨﾒﾝｽﾞ･ﾌﾟﾗﾝ"が鮭したもの)30項目について｢はい｣または｢いいえ｣のどちらかに回答さ

せ、ジェンダーに対する意識を調査した。さらに、小学校国語教科書中の物語(It隨3年｢ｿ

ﾒｺと鬼｣)の感想を書かせ､ジェンダーチェックの結果と比較･分析した。

　結果　1.ジェンダーチェック;全体的にはジェンダーセンシティブとなったが、項目

により差がみられた。ジェンダーチェックをカテゴリーに分類しその意識をみると、｢性別

による固定観念｣ではジェンダーを意識している者が多いが、｢慣習による男女の区別･

差別｣ではあまり意識していないことがわかった。 2. 物語の感想にみるジェンダー;ジェ

ンダーを感じた者は99名、感じなかった者は18名だった。｢感じた｣と回答した者の感想

を5つのカテゴリーに分類した結果、｢社会における女性のあつかい｣や｢女性や男性の

イメージ｣をジェンダーと感じた者が多かった。 3. １と２の比較;1と2の近似するカテゴ

リー間で比較したところ、両者は必ずしも同じ傾向にならなかった。これよりジェンダー

センシティブは同一カテゴリーの中でも、項目によりその程度が異なることがわかった。
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